
令和５年度用『工芸Ⅱ』教科書 訂正のお願い
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　令和５年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和６年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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江戸時代に育まれた日本の工芸は、明治維新（1868年）をきっかけに海外との交流が本格化し、やがて変革期を迎
える。明治時代以降の近代工芸史の流れから、どのように伝統や文化が守られ、発展を遂げていったのか、ある
いは、外国からの影響によって変化していったのか、などについて学ぼう。

1928（昭和3）年、工芸指導所が開設され、ブ
ルーノ・タウトやシャルロット・ペリアンといった世
界的な建築家やデザイナーを招へいするなど、日
本の工芸は盛り上がりを見せるが、この頃から日
本は戦争へと向かっていく。1940（昭和15）年、
政府によってぜいたくを禁止する「奢

しゃ

侈
し

品等製造
販売制限規則（七・七禁令）」が施行されると、工
芸活動も勢いを失っていくこととなる。
第二次世界大戦が終わってまもない1950（昭
和25）年には、戦後の混乱の中、貴重な文化
財の流出、損壊を防ぐため、「文化財保護法」
が施行される。おかげで、消滅の危機にあった
様々な伝統的な工芸の技術は無形文化財とし
て、その技術保持者は人間国宝として広く認識
されるようになった。そして、1974（昭和49）年
の「伝産法（伝統的工芸品産業の振興に関す
る法律）」の制定につながっていく。

戦中から戦後の工芸

一方では、伝統にとらわれない新たなムーブメ
ントも生まれている。工芸の素材を使って独自
の美を表現する「日本美術展覧会（日展）」が
開催され、また、「走

そう

泥
でい

社
しゃ

」の陶芸家たちは機
能を持たないオブジェと呼ばれる作品を制作
し、当時の工芸に大きな影響を与えた。
さらに、高度経済成長による生活水準の向上を
背景とした欧米化、ベビーブームによる人口増
などに対応すべく、新しい時代の生活感覚を備
えた生活工芸をつくりだそうとするグループも現
れる。彼らは生活工芸を「クラフト」と呼んだ。こ
の1970〜80年代に展開された「生活デザイン

（クラフト）運動」の中心人物に秋
あき

岡
おか

芳
よし

夫
お

がいる。
日本の工芸は、伝統を継承しながら、豊かな芸
術文化として、私たちの生活に欠かせないもの
として発展してきたが、並行するように、新素材
の開発や工業技術の進歩もまた、私たちの生
活を便利にした。一例として、量り売りから定
量販売へと社会のシステムが変わる中、運搬
貯蔵用から使用するための容器として誕生して
以来、食卓の定番であり続ける「しょうゆ卓上
びん」が挙げられる。
一方で、極端な工業化による大量生産、大量
消費の現状は、多くの課題を明らかにした。

高度経済成長期以降

工芸指導所（現在の産業技術総合研究所
の前身）が創刊した雑誌。国内外の工芸
の動向や工芸指導所の研究を紹介した。
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香炉［金工／高15cm］
明治時代後期　清水三年坂
美術館蔵［京都府］　正
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［岡山県・1832〜1908］

陶製湯たんぽ［陶器／10×21.5×24.5cm］
昭和時代　三重県総合博物館蔵

当時はブリキ製が一般的だったが、戦時中に出
された「金属類回収令」により陶器製のものが奨
励された。

雪の中の馬［陶器／76.5×56×29.5cm］
1973　京都国立近代美術館蔵　
鈴
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 治
おさむ

［京都府・1926〜2001］

走
そう

泥
でい

社
しゃ

の鈴木治は、角柱を三本組み合
わせた簡素な形で、こうべを垂れてたたず
む一頭の馬を表した。

上：早く沸くヤカン
［ステンレス／19×20×23.5cm］1953　
東京ガスミュージアム蔵［東京都］　柳

やなぎ

 宗
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理
り

［東京都・1915〜2011］
右：早く沸くヤカン 内部構造図　1953　柳工業デザイン研究所蔵［東京都］

ガスの倹約のために熱伝導が高まるように胴体は平らに、
内部にも熱の伝わる二重構造となっている。
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［漆／19.6×23.2×20.8cm］
1949　豊田市美術館蔵［愛知県］
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[ 京都府・1904〜82]

木を削り出し、蓋から本体にかけて作者の特徴
といえる捻りの造形を生み出している。

しょうゆ卓上びん
［ガラス・プラスチック／
高13.3cm 直径6.2cm］
1961　榮
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［東京都・1929〜2015］

工場から出荷された
そのままで使える。誕
生時から不変のデザ
インの容器は世界の
食卓の定番に。

G 型しょうゆさし［磁器／
高9cm 直径6.8cm］1958　
森
もり

 正
まさ

洋
ひろ

［佐賀県・
1927〜2005］

安定感のある形、持ち
やすいくびれ、垂れにく
い注ぎ口など、60年を
超えるロングセラー。

秋岡芳夫｜ P.14 43

デザインの分野におけるモダニズムとは、1920年代に台頭した
ル・コルビュジエらによる過去の装飾を用いた様式を否定し、合
理的で機能的なものを目指した運動を意味する。この流れは戦
後のミッドセンチュリーにも引き継がれていく。

モダニズム～
ミッドセンチュリー

10 11 12

第二次世界大戦に勝利したアメリカでは住
宅の需要が拡大。そうした中から生まれた新
たなデザインの潮流がミッドセンチュリーだ。
モダニズムの流れを受け、機能的でシンプル
なデザインや、金属やプラスチックなどといっ
た近未来を感じさせる素材を使った家具など
に代表される。1950年代は北欧の家具など
も注目を集めたが、アメリカで高く評価された
ことが流行のきっかけとなった。代表的なデ
ザイナーに、チャールズ &レイ・イームズらが
いる。
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LC2 ソファ／オットマン（一人掛け）
［スチール・革／高66cm］
ル・コルビュジエ［スイス・1887〜1965］
ピエール・ジャンヌレ
［スイス・1896〜1967］
シャルロット・ぺリアン
［フランス・1903〜99］

「近代建築の5原則」を提唱するなど、建
築家としても有名な作者らによる。スチー
ルパイプという工業用の素材を椅子に採
用し、水平、垂直、単純な構造といった理
念を表現した。

192909

イームズプライウッド
ラウンジチェア
［成形合板／高67.4cm］
チャールズ・イームズ
［アメリカ・1907〜78］ 
レイ・イームズ
［アメリカ・1912〜88］

イームズは脚を負傷した兵士
のための添え木を開発。その
技術を活かし、合板を人の体
にフィットするよう三次元に加
工している。接合部はゴムを用
い、弾性と強度を両立させた。

194610

ダイヤモンドチェア
［スチールロッド・
フォームラバー／高75cm］
ハリー・ベルトイア
［イタリア・1915〜78］

金属造形と溶接技術に長け
た彫刻家でもある作者が、ス
チールロッドを1本ずつ三次元
に曲げ、溶接して仕上げた。
作者はこの椅子を「ほとんど空
気でできている」と評している。

195211

バタフライスツール
［成形合板／高42cm］
栁
やなぎ

 宗
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理
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［東京都・1915〜2011］

イームズの成形合板の椅子に触発され、
山形の職人と研究・開発を進め、2枚の成
形合板を、上部の2つのネジと下部の1本
のステーで接合するというミニマムな構造
を実現した。
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1920年代 1940-50年代

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
商
品

選
定
制
度
発
足
／

初
の
人
工
衛
星

「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
」打
ち
上
げ

バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー

「
ジ
オ
デ
シ
ッ
ク
ド
ー
ム
」発
表

1953 1960

産業革命は工場制生産への変革により
安価な製品を生み出す一方、質の低下を
招いた。そこで手仕事の復権を目指した
のが、19世紀後半に始まったアーツ・アン
ド・クラフツ運動だ。そして、機械と手仕事の
双方を融合させたのが、バウハウスである。

20世紀初頭～バウハウス

05 06 0807

1919年、ドイツのワイマールに創立後、
デッサウ、ベルリンと移転を繰り返し、19 
33年、ナチスの弾圧により閉校を余儀な
くされた総合造形学校。近代工業と芸
術の統合を目指して実験的な教育を試
み、その後の建築、デザイン、工芸に大
きな影響を及ぼした。指導には、校長を
務めた建築家のヴァルター・グロピウス
や、20世紀の建築の三大巨匠に挙げら
れるミース・ファン・デル・ローエ、画家の
ワシリー・カンディンスキーらがあたった。

バウハウス

ドイツのデッサウにあるバウハウス校舎。
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1925 1926

ヒルハウス1
［木材・布／
高141cm］
チャールズ・レニー・
マッキントッシュ

［イギリス・
1868〜1928］

建築家である作者が、自身が設計した別荘
の寝室用にデザイン。座り心地に優れた椅子
ではないが、背もたれが格子やはしごを思わ
せるハイバックチェアは空間に映える。

190205

木製の4本脚の椅子が当たり前の時代、自転
車からヒントを得てスチールパイプを用いた軽
快な椅子をデザイン。作者はバウハウスで学
び、後に同校の家具工房で学生を指導した。

ワシリーチェア
［スチール・革・布／
高73cm］
マルセル・ブロイヤー

［ハンガリー・
1902〜81］

192507

S43／キャンティレバーチェア
［スチール・成形合板／高82cm］
マルト・スタム［オランダ・1899〜1986］

世界初のキャンティレ
バー（建築で片持ち梁

はり

のこと。片側だけで座
面を支えるのが特徴）
構造の椅子。スチール
パイプという新たな素
材の可能性を示した一
脚である。

192608

レッド・アンド・ブルー［木材／高88cm］
ヘリト・トーマス・リートフェルト

［オランダ・1888〜1964］

ピエト・モンドリアンらとともに造形運動「デ・ステ
イル」を展開した作者が、その理念である水平線、
垂直線、正方形、三原色、単純性などを立体で
表現することを試みた椅子。
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産業革命は工場制生産への変革により
安価な製品を生み出す一方、質の低下を
招いた。そこで手仕事の復権を目指した
のが、19世紀後半に始まったアーツ・アン
ド・クラフツ運動だ。そして、機械と手仕事の
双方を融合させたのが、バウハウスである。

20世紀初頭～バウハウス

05 06 0807

1919年、ドイツのワイマールに創立後、
デッサウ、ベルリンと移転を繰り返し、19 
33年、ナチスの弾圧により閉校を余儀な
くされた総合造形学校。近代工業と芸
術の統合を目指して実験的な教育を試
み、その後の建築、デザイン、工芸に大
きな影響を及ぼした。指導には、校長を
務めた建築家のヴァルター・グロピウス
や、20世紀の建築の三大巨匠に挙げら
れるミース・ファン・デル・ローエ、画家の
ワシリー・カンディンスキーらがあたった。

バウハウス

ドイツのデッサウにあるバウハウス校舎。
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※7：東京都立工芸高等学校の前身  ※8：千葉大学工学部の前身
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1925 1926

ヒルハウス,1
［木材・布／
高141cm］
チャールズ・レニー・
マッキントッシュ

［イギリス・
1868〜1928］

建築家である作者が、自身が設計した別荘
の寝室用にデザイン。座り心地に優れた椅子
ではないが、背もたれが格子やはしごを思わ
せるハイバックチェアは空間に映える。

190205

木製の4本脚の椅子が当たり前の時代、自転
車からヒントを得てスチールパイプを用いた軽
快な椅子をデザイン。作者はバウハウスで学
び、後に同校の家具工房で学生を指導した。

ワシリーチェア
［スチール・革・布／
高73cm］
マルセル・ブロイヤー

［ハンガリー・
1902〜81］

192507

S43／キャンティレバーチェア
［スチール・成形合板／高82cm］
マルト・スタム［オランダ・1899〜1986］

世界初のキャンティレ
バー（建築で片持ち梁

はり

のこと。片側だけで座
面を支えるのが特徴）
構造の椅子。スチール
パイプという新たな素
材の可能性を示した一
脚である。

192608

レッドアンドブルー［木材／高88cm］
ヘリト・トーマス・リートフェルト

［オランダ・1888〜1964］

ピエト・モンドリアンらとともに造形運動「デ・ステ
イル」を展開した作者が、その理念である水平線、
垂直線、正方形、三原色、単純性などを立体で
表現することを試みた椅子。
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産業革命は工場制生産への変革により
安価な製品を生み出す一方、質の低下を
招いた。そこで手仕事の復権を目指した
のが、19世紀後半に始まったアーツ・アン
ド・クラフツ運動だ。そして、機械と手仕事の
双方を融合させたのが、バウハウスである。

20世紀初頭～バウハウス

05 06 0807

1919年、ドイツのワイマールに創立後、
デッサウ、ベルリンと移転を繰り返し、19 
33年、ナチスの弾圧により閉校を余儀な
くされた総合造形学校。近代工業と芸
術の統合を目指して実験的な教育を試
み、その後の建築、デザイン、工芸に大
きな影響を及ぼした。指導には、校長を
務めた建築家のヴァルター・グロピウス
や、20世紀の建築の三大巨匠に挙げら
れるミース・ファン・デル・ローエ、画家の
ワシリー・カンディンスキーらがあたった。

バウハウス

ドイツのデッサウにあるバウハウス校舎。

20th century
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1925 1926

ヒルハウス1
［木材・布／
高141cm］
チャールズ・レニー・
マッキントッシュ

［イギリス・
1868〜1928］

建築家である作者が、自身が設計した別荘
の寝室用にデザイン。座り心地に優れた椅子
ではないが、背もたれが格子やはしごを思わ
せるハイバックチェアは空間に映える。

190205

木製の4本脚の椅子が当たり前の時代、自転
車からヒントを得てスチールパイプを用いた軽
快な椅子をデザイン。作者はバウハウスで学
び、後に同校の家具工房で学生を指導した。

ワシリーチェア
［スチール・革・布／
高73cm］
マルセル・ブロイヤー

［ハンガリー・
1902〜81］

192507

S43／キャンティレバーチェア
［スチール・成形合板／高82cm］
マルト・スタム［オランダ・1899〜1986］

世界初のキャンティレ
バー（建築で片持ち梁

はり

のこと。片側だけで座
面を支えるのが特徴）
構造の椅子。スチール
パイプという新たな素
材の可能性を示した一
脚である。

192608

レッド・アンド・ブルー［木材／高88cm］
ヘリト・トーマス・リートフェルト

［オランダ・1888〜1964］

ピエト・モンドリアンらとともに造形運動「デ・ステ
イル」を展開した作者が、その理念である水平線、
垂直線、正方形、三原色、単純性などを立体で
表現することを試みた椅子。
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産業革命は工場制生産への変革により
安価な製品を生み出す一方、質の低下を
招いた。そこで手仕事の復権を目指した
のが、19世紀後半に始まったアーツ・アン
ド・クラフツ運動だ。そして、機械と手仕事の
双方を融合させたのが、バウハウスである。

20世紀初頭～バウハウス

05 06 0807

1919年、ドイツのワイマールに創立後、
デッサウ、ベルリンと移転を繰り返し、19 
33年、ナチスの弾圧により閉校を余儀な
くされた総合造形学校。近代工業と芸
術の統合を目指して実験的な教育を試
み、その後の建築、デザイン、工芸に大
きな影響を及ぼした。指導には、校長を
務めた建築家のヴァルター・グロピウス
や、20世紀の建築の三大巨匠に挙げら
れるミース・ファン・デル・ローエ、画家の
ワシリー・カンディンスキーらがあたった。

バウハウス

ドイツのデッサウにあるバウハウス校舎。
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※7：東京都立工芸高等学校の前身  ※8：千葉大学工学部の前身

工
芸
指
導
所
、仙
台
に
創
設

19281900 1902
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
／

東
京
府
立
工
芸
学
校

（
※
7
）設
立

1907

第
一
次
世
界
大
戦

1914

雑
誌『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』

創
刊

フ
ラ
ン
ク
・ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト

「
帝
国
ホ
テ
ル
」竣
工

1917 1918
バ
ウ
ハ
ウ
ス 

創
設

1919 1923
ア
ー
ル
・
デ
コ
博
覧
会
開
催

柳や
な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

ら
が

民
藝
運
動
を
開
始

1925 1926

ヒルハウス,1
［木材・布／
高141cm］
チャールズ・レニー・
マッキントッシュ

［イギリス・
1868〜1928］

建築家である作者が、自身が設計した別荘
の寝室用にデザイン。座り心地に優れた椅子
ではないが、背もたれが格子やはしごを思わ
せるハイバックチェアは空間に映える。

190205

木製の4本脚の椅子が当たり前の時代、自転
車からヒントを得てスチールパイプを用いた軽
快な椅子をデザイン。作者はバウハウスで学
び、後に同校の家具工房で学生を指導した。

ワシリーチェア
［スチール・革・布／
高73cm］
マルセル・ブロイヤー

［ハンガリー・
1902〜81］

192507

S43／キャンティレバーチェア
［スチール・成形合板／高82cm］
マルト・スタム［オランダ・1899〜1986］

世界初のキャンティレ
バー（建築で片持ち梁

はり

のこと。片側だけで座
面を支えるのが特徴）
構造の椅子。スチール
パイプという新たな素
材の可能性を示した一
脚である。

192608

レッドアンドブルー［木材／高88cm］
ヘリト・トーマス・リートフェルト

［オランダ・1888〜1964］

ピエト・モンドリアンらとともに造形運動「デ・ステ
イル」を展開した作者が、その理念である水平線、
垂直線、正方形、三原色、単純性などを立体で
表現することを試みた椅子。
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空間の設備や装飾、置かれた家具など、それらの形や色などを比較して、目的や機能に応じた空間の演
出について考えてみよう。その空間での人々の過ごし方によって、空間のしつらえがそれぞれに工夫され
ていることに目を向けてみよう。

空間の演出

待
たい

庵
あん

（国宝）
［木造建築／面積9.34㎡］
1492～1501　妙

みょう

喜
き

庵
あん

［京都府］ 待庵の図面

重要文化財　大工頭中井家関係資料のうち　
数寄屋建地割 千

せんの

利
り

休
きゅう

好
ごのみ

 山崎妙喜庵有之 ( 起こし絵図 )
［紙／台紙56.8×43.8cm］江戸時代
大阪くらしの今昔館（大阪市立住まいのミュージアム）寄託
撮影：京

きょう

極
ごく

 寛
ひろし

千
せんの

利
り

休
きゅう

によって建てられた、わずか二畳という極
小の茶室。角に炉を切り、室

むろ

床
どこ

という独特の床の
間を設けている。

上の写真は起こし絵図
と呼ばれる茶室の紙模
型である。模型と図面
の利点を兼ね備えてい
る。入口は待

たい

庵
あん

で初め
てつくられたという躙

にじり

口。

ゆったりとした時間を過ごしたいなら、座面が低く、
座り心地が柔らかなソファなどがよいかもしれない。

待ち合わせまでの時間や、ちょっと一息つきたいと
きには、カウンターに一人掛け用の席があるカフェ
などが便利だ。

住宅街や公園など、近くにカフェがない場所では、
車内などの限られたスペースに給仕機能を持つ移
動式のカフェが重宝される。

ゆったり過ごすカフェ 合間に立ち寄るカフェスタンド 移動式のカフェ

コーヒーや紅茶、スイーツなどを味わったり、友人とのおしゃべりに夢中になったり、一人で読書にふけったり……カフェの
楽しみ方は時と場合によって様々だ。どのような時間を過ごしたいのか、それによって、座席間の距離、テーブルや椅子の
高さをはじめ、座り心地を左右する座面の素材や硬さなども異なってくるだろう。

カフェ

千
せんの

利
り

休
きゅう

［1522～91］らによって成立された茶道。その茶事の主催者が、客人を招き、茶を出してもてなすための部屋が茶
室だ。サイズは大小あるが、四畳半を基本として、躙

にじり

口と呼ばれる頭をかがめて入る小さな入口、床を方形に切ってつくら
れた炉、床の間などから構成される。天井も低く、窓からの光も必要最小限なのは、主客ともに茶事に集中するためと言う。

茶 室

あなたにとって心地よい空間とは、どんなところですか。周りの人と話し合ってみよう。考えてみよう

勝手

次
の
間

床の間

躙
にじり

口

N
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空間の設備や装飾、置かれた家具など、それらの形や色などを比較して、目的や機能に応じた空間の演
出について考えてみよう。その空間での人々の過ごし方によって、空間のしつらえがそれぞれに工夫され
ていることに目を向けてみよう。

空間の演出
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たい
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あん

（国宝）
［木造建築／面積9.34㎡］
1492～1501　妙

みょう

喜
き

庵
あん

［京都府］ 待庵の図面

重要文化財　大工頭中井家関係資料のうち　
数寄屋建地割 千

せんの
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り
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きゅう

好
ごのみ

 山崎妙喜庵有之 ( 起こし絵図 )
［紙／台紙56.8×43.8cm］江戸時代
大阪くらしの今昔館（大阪市立住まいのミュージアム）寄託　中井家蔵
撮影：京
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によって建てられた、わずか二畳という極
小の茶室。角に炉を切り、室
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どこ

という独特の床の
間を設けている。

上の写真は起こし絵図
と呼ばれる茶室の紙模
型である。模型と図面
の利点を兼ね備えてい
る。入口は待

たい

庵
あん

で初め
てつくられたという躙

にじり

口。

ゆったりとした時間を過ごしたいなら、座面が低く、
座り心地が柔らかなソファなどがよいかもしれない。

待ち合わせまでの時間や、ちょっと一息つきたいと
きには、カウンターに一人掛け用の席があるカフェ
などが便利だ。

住宅街や公園など、近くにカフェがない場所では、
車内などの限られたスペースに給仕機能を持つ移
動式のカフェが重宝される。

ゆったり過ごすカフェ 合間に立ち寄るカフェスタンド 移動式のカフェ

コーヒーや紅茶、スイーツなどを味わったり、友人とのおしゃべりに夢中になったり、一人で読書にふけったり……カフェの
楽しみ方は時と場合によって様々だ。どのような時間を過ごしたいのか、それによって、座席間の距離、テーブルや椅子の
高さをはじめ、座り心地を左右する座面の素材や硬さなども異なってくるだろう。

カフェ

千
せんの

利
り

休
きゅう

［1522～91］らによって成立された茶道。その茶事の主催者が、客人を招き、茶を出してもてなすための部屋が茶
室だ。サイズは大小あるが、四畳半を基本として、躙

にじり

口と呼ばれる頭をかがめて入る小さな入口、床を方形に切ってつくら
れた炉、床の間などから構成される。天井も低く、窓からの光も必要最小限なのは、主客ともに茶事に集中するためと言う。

茶 室

あなたにとって心地よい空間とは、どんなところですか。周りの人と話し合ってみよう。考えてみよう
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13 デザインの分野におけるモダニズムとは、1920年代に台頭した
ル・コルビュジエらによる過去の装飾を用いた様式を否定し、合
理的で機能的なものを目指した運動を意味する。この流れは戦
後のミッドセンチュリーにも引き継がれていく。

モダニズム～
ミッドセンチュリー

10 11 12

第二次世界大戦に勝利したアメリカでは住
宅の需要が拡大。そうした中から生まれた新
たなデザインの潮流がミッドセンチュリーだ。
モダニズムの流れを受け、機能的でシンプル
なデザインや、金属やプラスチックなどといっ
た近未来を感じさせる素材を使った家具など
に代表される。1950年代は北欧の家具など
も注目を集めたが、アメリカで高く評価された
ことが流行のきっかけとなった。代表的なデ
ザイナーに、チャールズ &レイ・イームズらが
いる。

ミッドセンチュリー
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LC2［スチール・革／高66cm］
ル・コルビュジエ［スイス・1887〜1965］
ピエール・ジャンヌレ
［スイス・1896〜1967］
シャルロット・ぺリアン
［フランス・1903〜99］

「近代建築の5原則」を提唱するなど、建
築家としても有名な作者らによる。スチー
ルパイプという工業用の素材を椅子に採
用し、水平、垂直、単純な構造といった理
念を表現した。

192909

イームズプライウッド
ラウンジチェア
［成形合板／高67.4cm］
チャールズ・イームズ
［アメリカ・1907〜78］ 
レイ・イームズ
［アメリカ・1912〜88］

イームズは脚を負傷した兵士
のための添え木を開発。その
技術を活かし、合板を人の体
にフィットするよう三次元に加
工している。接合部はゴムを用
い、弾性と強度を両立させた。

194610

ダイヤモンドチェア
［スチールロッド・
フォームラバー／高75cm］
ハリー・ベルトイア
［イタリア・1915〜78］

金属造形と溶接技術に長け
た彫刻家でもある作者が、ス
チールロッドを1本ずつ三次元
に曲げ、溶接して仕上げた。
作者はこの椅子を「ほとんど空
気でできている」と評している。

195211

バタフライスツール
［成形合板／高42cm］
栁
やなぎ

 宗
そう

理
り

［東京都・1915〜2011］

イームズの成形合板の椅子に触発され、
山形の職人と研究・開発を進め、2枚の成
形合板を、上部の2つのネジと下部の1本
のステーで接合するというミニマムな構造
を実現した。

195612

1920年代 1940-50年代
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」発
表

1953 1960

江戸時代に育まれた日本の工芸は、明治維新（1868年）をきっかけに海外との交流が本格化し、やがて変革期を迎
える。明治時代以降の近代工芸史の流れから、どのように伝統や文化が守られ、発展を遂げていったのか、ある
いは、外国からの影響によって変化していったのか、などについて学ぼう。

1928（昭和3）年、工芸指導所が開設され、ブ
ルーノ・タウトやシャルロット・ペリアンといった世
界的な建築家やデザイナーを招へいするなど、日
本の工芸は盛り上がりを見せるが、この頃から日
本は戦争へと向かっていく。1940（昭和15）年、
政府によってぜいたくを禁止する「奢

しゃ

侈
し

品等製造
販売制限規則（七・七禁令）」が施行されると、工
芸活動も勢いを失っていくこととなる。
第二次世界大戦が終わってまもない1950（昭
和25）年には、戦後の混乱の中、貴重な文化
財の流出、損壊を防ぐため、「文化財保護法」
が施行される。おかげで、消滅の危機にあった
様々な伝統的な工芸の技術は無形文化財とし
て、その技術保持者は人間国宝として広く認識
されるようになった。そして、1974（昭和49）年
の「伝産法（伝統的工芸品産業の振興に関す
る法律）」の制定につながっていく。

戦中から戦後の工芸

一方では、伝統にとらわれない新たなムーブメ
ントも生まれている。工芸の素材を使って独自
の美を表現する「日本美術展覧会（日展）」が
開催され、また、「走

そう

泥
でい

社
しゃ

」の陶芸家たちは機
能を持たないオブジェと呼ばれる作品を制作
し、当時の工芸に大きな影響を与えた。
さらに、高度経済成長による生活水準の向上を
背景とした欧米化、ベビーブームによる人口増
などに対応すべく、新しい時代の生活感覚を備
えた生活工芸をつくりだそうとするグループも現
れる。彼らは生活工芸を「クラフト」と呼んだ。こ
の1970〜80年代に展開された「生活デザイン

（クラフト）運動」の中心人物に秋
あき

岡
おか

芳
よし

夫
お

がいる。
日本の工芸は、伝統を継承しながら、豊かな芸
術文化として、私たちの生活に欠かせないもの
として発展してきたが、並行するように、新素材
の開発や工業技術の進歩もまた、私たちの生
活を便利にした。一例として、量り売りから定
量販売へと社会のシステムが変わる中、運搬
貯蔵用から使用するための容器として誕生して
以来、食卓の定番であり続ける「しょうゆ卓上
びん」が挙げられる。
一方で、極端な工業化による大量生産、大量
消費の現状は、多くの課題を明らかにした。

高度経済成長期以降

工芸指導所（現在の産業技術総合研究所
の前身）が創刊した雑誌。国内外の工芸
の動向や工芸指導所の研究を紹介した。
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香炉［金工／高15cm］
明治時代後期　清水三年坂
美術館蔵［京都府］　正
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［岡山県・1832〜1908］

陶製湯たんぽ［陶器／10×21.5×24.5cm］
昭和時代　三重県総合博物館蔵

当時はブリキ製が一般的だったが、戦時中に出
された「金属類回収令」により陶器製のものが奨
励された。

雪の中の馬［陶器・釉薬／76.5×56×
29.5cm］1973　京都国立近代美術館蔵　
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［京都府・1926〜2001］
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の鈴木治は、角柱を三本組み合
わせた簡素な形で、こうべを垂れてたたず
む一頭の馬を表した。

上：早く沸くヤカン
［ステンレス／19×20×23.5cm］1953　
東京ガスミュージアム蔵［東京都］　柳

やなぎ

 宗
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り

［東京都・1915〜2011］
右：早く沸くヤカン 内部構造図　1953　柳工業デザイン研究所蔵［東京都］

ガスの倹約のために熱伝導が高まるように胴体は平らに、
内部にも熱の伝わる二重構造となっている。
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［漆／19.6×23.2×20.8cm］
1949　豊田市美術館蔵［愛知県］
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[ 京都府・1904〜82]

木を削り出し、蓋から本体にかけて作者の特徴
といえる捻りの造形を生み出している。

しょうゆ卓上びん
［ガラス・プラスチック／
高13.3cm 直径6.2cm］
1961　榮
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［東京都・1929〜2015］

工場から出荷された
そのままで使える。誕
生時から不変のデザ
インの容器は世界の
食卓の定番に。

G 型しょうゆさし［磁器／
高9cm 直径6.8cm］1958　
森
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［佐賀県・
1927〜2005］

安定感のある形、持ち
やすいくびれ、垂れにく
い注ぎ口など、60年を
超えるロングセラー。
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